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傍聴者の声 

（平成 30 年第４回定例会） 
 

  

●傍聴者の声１ 

 子供の遊び場について、市で何とかするという考えが少しもないのかと、ガッ

カリした。困っている事を取り上げてちょっとでも改善できるようにする為の

議会ではないのか？人まかせにするだけでは困っている現状は何も変わらな

い。 

（40 代） 

 

●傍聴者の声２ 

 赤平議員の質問遊び場について予算が無いから何もできない、つくれないと

いうように聞こえました。アリーナに作る際も予算がないと言って簡素なもの

を作るおつもりでしょうか？予算が無くても作る方法を考える気持ちはないよ

うにきこえました。市民を、子どもをないがしろにし続けては、未来はありませ

ん！！ 

（矢田前在住 30 代） 

 

●傍聴者の声３ 

 青森市の教育について、工藤健さんがソーシャルワーカーについて話してま

したが、圧とうてきに少ないと感じます。担任の先生と合わず相談したいのに学

校を通さないと相談が出きないとか、学校の先生という立場の人と話したくな

いのに、元学校の先生が話し相手では子どもは心を開いてくれません。ちゃんと

したソーシャルワーカーとスクールカウンセラーが話をきいてくれるようにう

ごいていただきたい。 

（矢田前在住 30 代） 

 

 

●傍聴者の声４ 

 木下靖議員質問傍聴し答弁者が議員のおっしゃるとおりですとの返答に議員

と職員との率直なヤリトリに少なからず感動を覚えました。又議員として関わ

れる最後のチャンスとしてアリーナプロジェクトに対し実現される目標指数を

厳しく追求する要望に議会の質向上を目差すと感じ入りパブリックコメントの

青森市民の重要性を思った 

（東京都千代田区 60 代） 
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●傍聴者の声５ 

 竹山美虎議員質問を傍聴し改めて市民目線への解りやすい行政を望む次期青

森市総合計画基本構想の冊子を提供するべきである意見に賛同します。周知さ

せるべきものが各個人の手元に届くことの細やかな心づかいの見える青森市こ

そ住みたくなる街となる。都市構想が現われる環境とは何によって作られてい

くか人の心による生きる力と思います。 

（東京都千代田区 60 代） 

 

●傍聴者の声６ 

議員会で暖房がききすぎる。灯油代が値上がりなので、もう少し温度がさげて

ください。灯油代が高いから、福祉に対してサービスして下さい。 

手話言語法については、市長から提言したことをうれしくありがたいと思い

ます。ぜひに来年度進めたいとよろしくお願いします。 

（浜館在住 60 代） 

 

●傍聴者の声７ 

市議会傍聴記 

入場、厳正粛々、開会宣言、オヤオヤ空席が４つほど。正解は遅刻３、欠席１．

小・中学生の見学者がなしでよかったですね。初日から欠席とは、理由を問わず

情けない。 

議長の選挙、アレアレ無効票６、何じゃこれ（白紙らしい）。原点に帰って、

議員とは、会派とはについて問う。 

議員提出議案第 28 号、これもオヤオヤ満場一致でない。しかし、全貌・全般

から見ると、やはり「盗人にも三分の理」の格言どおり。遊び心でのネットと、

思慮・分別に欠ける点については、諸先輩の厳しい指導・助言が必要。 

暫時休憩！暫時休憩！待ち時間長く疲れました。 

議員諸氏には、体には御自愛の上、活躍を期待しています。 

（佃在住 80 代） 


